
令和３年度（2021 年度）第１回

箕面市立図書館協議会会議録

箕面市立図書館



１ 日 時 令和３年（2021 年）11月 17 日（水）
開会 午後２時 閉会 午後４時

２ 場 所 箕面市立船場生涯学習センター ６階 会議室５・６

３ 出席委員 渡邊 智山 会長
日根 真理 副会長
五十嵐 直人 委員
小嶋 みち子 委員
北山 亮子 委員
上嶋 優 委員
野本 淳子 委員
忽那 正 委員
濱満 麻里子 委員
太田 香菜子 委員

４ 傍聴者の有無 なし

５ 出席職員 大迫 美恵子 中央図書館長
坂上 未希 東図書館長
川端 雅彦 西南図書館長
廣瀬 武 桜ヶ丘図書館長
小松 紀子 小野原図書館長
赤澤 久弥 船場図書館長
長井 教治郎 中央図書館参事
神下 達也 中央図書館職員

６ 議事日程
日程第１（報告第１号）

箕面市立図書館協議会会長・副会長の選出について
→渡邊会長、日根副会長を選出

日程第２（報告第２号）
箕面市立船場図書館について
→船場図書館の概要について説明。意見交換
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日程第３（報告第３号）
令和３年度 箕面市立図書館予算概要について
→箕面市立図書館予算の概要について説明。意見交換

日程第４
その他
→図書館概要、報道資料について説明。意見交換

【会議次第】

（事務局職員の自己紹介）

議 長： ただ今から、令和３年度第１回箕面市立図書館協議会を開催する。
会長及び副会長が選出されるまで、箕面市立図書館協議会運営規則第４条第 2

項に基づき中央図書館長が議長を行う。

事務局より委員の出席状況報告。箕面市立図書館協議会運営規則第 2条第２
項により協議会が成立している旨確認。

（辞令交付）
（協議会委員自己紹介）

日程第１（報告第１号）
会長・副会長の選出について

事務局より会長及び副会長は委員の互選により選出する旨を説明。

議 長： 今の説明に対してご意見、ご質問等はないか。
委 員： 渡邊委員に会長を引き続きお願いしたい。
議 長： 前回会長の渡邊委員の推薦があった。副会長をどなたかお願いする。
委 員： （日根委員より）引き続き副会長を引き受ける。
議 長： 会長に渡邊委員、副会長に日根委員を選出いたしてよろしいか。

（一同異議無し）
議 長： 箕面市立図書館協議会運営規則第２条に基づき、日程第２項以降の議長を会長

にお願いする。
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日程第２（報告第２号）
箕面市立船場図書館について

事務局から、船場図書館の施設及び蔵書の概要、開館後の利用状況について説
明。

会 長： 今の説明に対して、ご質問やご要望はないか。
委 員： 車で来館する場合の分かりやすい案内の方法について、工夫する必要があるの

ではないか。
事務局： 新駅ができると今よりアクセスが良くなる。施設へのアクセスについては、案

内を追加することなどを検討している。
会 長： 市民、大学教職員及び学生間で交流ができて良いと思う。現時点で、利用者か

ら意見や評価されている点はあるか。
事務局： 市民と大学の交流は、今後も進めていきたい。学生から子どもの声が気になる

という声はある。船場図書館は、子どもたちがのびのびと過ごせる図書館である
という認識で利用してほしいと考えるため、ご理解いただけるように働きかけ
ていきたい。

会 長： 大学が市の図書館を運営する国内初の試みということで、良いモデルになれば
と考える。

船場生涯学習センター、文化芸能劇場、船場図書館の見学（約１時間）

日程第 3（報告第 3号）
令和 3年 箕面市立図書館予算概要について

事務局より、資料に基づき、令和３年度の箕面市立図書館の予算の概要、設
備点検・機器更新に伴う臨時休館について説明。

会 長： 予算の状況や臨時休館について、ご質問やご要望はないか。
委 員： 図書館が休館することは反対されがちだが、そこを配慮しながら調整するこ

との苦労に改めて感心している。今後ともそのようなスタンスでお願いしたい。
会 長： 令和３年度における各図書館の管理事業費の予算額が前年度と比べると減額

している理由は何か。
事務局： 概ね施設の光熱水費の減額によるものである。
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会 長： 図書館の資料費や人件費等は変わらないという認識で間違いないか。
事務局： その認識で間違いない。
委 員： 図書館は静かに本を読むところというイメージがあった。船場図書館は、にぎ

やかエリアと一般エリアが分かれており、にぎやかエリアのように、静かに本を
読みたいかたに迷惑をかけない仕組みで、来館者がリラックスして使えるよう
になっているのが良い。東図書館も同様に変わったのか。

事務局： 東図書館もエリア分けをする形でリニューアルした。
委 員： リニューアルによってスペースが広くなったように感じられ、工夫していると

思った。
委 員： 普段、中央図書館を利用しているが、開館時間中にメイプルホールに避難所が

開設されたため、図書館を利用できないことがあった。被災者が優先になるのは
承知の上だが、子ども連れで楽しみに来館した人がその場で休館を知るのは残
念である。可能であれば、利用者が登録しているメールアドレスへ休館の情報を
発信してもらえるとありがたい。ホームページなどに休館の記載はあったかも
しれないが、利用者は来館の都度、ホームページを確認しないので、図書館から
情報発信することを検討してほしい。

事務局： メイプルホールに避難所が開設されたことに伴い、中央図書館だけ臨時休館と
なったことがあった。急遽休館が決まったため、来館を予定していたかたにはご
迷惑をおかけした。緊急時や災害の際は、市民安全政策室に市の情報を集めて発
信するようにしている。現在、避難所開設に伴う臨時休館について見直しを行い、
避難所開設と同時に必ず図書館を休館するという訳ではない。ただし、暴風警報
などが発令された場合は休館するため、あらかじめ図書館のホームページでお
知らせしている。その他、ご案内の方法については、検討中である。

会 長： 利用者としては、情報を取りに行くというよりも、伝えてもらえる方が便利な
ので、今後の課題として検討してほしい。

副会長： 今年度、避難所を開設した際、一度休館になっていることは確認した。その後、
避難所を開設しているが図書館は開館しているという掲示を見て、避難所開設
時の図書館の対応が切り替わったことを認識した。メイプルホールに避難所が
開設された際は、メイプルホールだけが休館になるのか。中央生涯学習センター
も休館になるのか。

事務局： メイプルホールも中央生涯学習センターも一律で休館とすることは難しく、見
直しを行っている。

会 長： 図書館の利用という点で図書館からの情報発信がほしい。今後の検討をお願い
する。
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日程第４
その他

事務局： 図書館概要のダイジェスト版をお配りしている。ホームページにも同様のも
のを掲載している。次回の協議会の際に詳細版をお配りし、ご意見をいただきた
いと考えている。今回の配付資料は参考としていただきたい。
報道資料について、12 月から、生涯学習・市民活動室と中央図書館の共催で

「はじめてのスマートフォン体験講座」を開催予定である。その際に電子図書館
の利用方法も案内する。
また、10 月から中央図書館にて、電子図書館使い方講座を実施している。今

後、電子図書館やオーディオブックの利用の増加を図りたい。
今年度から来年度にかけて、移動図書館を廃止する予定で検討を進めている。

図書館が近くにない地域にお住まいのかたにもできるだけ図書館をご利用いた
だけるように電子図書館の利用を推進したいと考えている。

副会長： 電子図書館の講座はどの程度の頻度で行っているか。
事務局： 10 月から月に１度、中央図書館で行っている。また移動図書館の各ステーシ

ョンでも月に１度行っている。
会 長： 「はじめてのスマートフォン体験講座」の対象は誰か。
事務局： 箕面市民で、これからスマートフォンの利用を考えているかた、スマートフォ

ンを所持しているかた、基本的なことを知りたいかたを対象としている。特に年
齢制限などは設けていない。

会 長： 申込はどのような状況か。
事務局： 昨日 11 月 16 日から、中央生涯学習センター、多文化交流センターでの開催

分の申し込みを開始した。中央生涯学習センターは、申込開始から約 30 分で 20
名の定員に達した。多文化交流センターも、現在、残り枠２名となっている。申
込理由は、「次にスマートフォンに変えるので聞いておきたい。」、「今はガラケー
だがスマートフォンの方が良いと聞くので購入を検討したい」等である。高年齢
層の申込者が多い。

会 長： 他になければ、本日の図書館協議会を終了させていただく。
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